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【人口】（R7.4.1）

150,706人

【児童生徒数】（R7.4.1）

小学校6,618人

中学校3,316人

【学校数】

小学校21校・中学校10校

・増加地域と減少地域



【久喜市の部活動】

運動部１１９部（休日活動１１９部）

文化部  ２８部（休日活動  １１部）

・埼玉県で導入されてから継続して

　部活動指導員の活用

　➤地域人材の発掘の可能性
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【３年間の取組の紹介】

以下の３点に絞り説明します。

①どのような方向性で進めてきたのか

②どのように周知し理解を図ってきたのか

③どのようなものが動き出したのか

①方針・②周知・③実走
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クラブ数　　　９クラブ
バレーボール・ソフトテニス・卓球

・サッカー

①方針・②周知・③実走 ①方針・②周知・③実走

・中学校長会への趣旨説明、

　　　　　　　　　　協力依頼

・中学校の保護者会で

　　　　　　　指導主事が説明



・スポーツ協会理事会、スポーツ少年団

　理事会で趣旨説明、協力依頼

・中学校入学説明会での共通説明、動画

　の視聴依頼
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①方針・②周知・③実走
【教職員向けサイトの開設】

・地域クラブの進捗状況の共有

・説明資料の共有
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・指導を希望する教職員の発掘

・必要な手続きの周知

①方針・②周知・③実走

クラブ数　　　３０クラブ

参加生徒数　２１６人

【新たな選択肢として】

・ダンスクラブ

・トランポリンクラブ

・プログラミングクラブ

【兼職兼業の手続き等の周知】
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①方針・②周知・③実走

【中学校長会での説明、R8.4月～の休日活動する

　　　　　　　　　　　　　部活動の在り方の確認】

【学校開放施設の優先利用に

　　　　　ついて市長部局と調整】

（休日の学校施設利用案検討中）

・休日の地域クラブ活動の優先枠　

を設ける等

・AM/PM枠➤3時間枠へ変更し1日3　

コマとする等

・すべての活動の見通しを確認し、相談・調整を図る
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菖蒲中
久南中

久喜中

太東中

久東中

鷲西中

鷲宮中

鷲東中

栗西中

栗東中

【エリアを活用した拠点校部活動、地域クラブ】①方針・②周知・③実走

２つのエリアでR8.4～開始
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①方針・②周知・③実走

【保護者児童生徒向けのサイトの開設】【拠点校部活動の調整、要項・手続き】

【入学説明会にて児童・保護者への説明】



【新たな選択肢として】

・ダンスクラブ

・トランポリンクラブ

・eスポ英会話クラブ

・プログラミングクラブ

・茶道（体験会実施）
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クラブ数　　　６０クラブ

参加生徒数　４６９人

①方針・②周知・③実走



未来へ

【現状のまとめ】

令和８年４月～休日の活動をすべて地域へ展開することをめざして

　➤現在、地域展開の見通し約70％

平日は拠点校部活動・合同部活動、部活動指導員活用の拡充

休日は地域クラブ活動へ展開

【現在の課題】

★運営団体・運営組織の在り方について

★地域クラブの認定・支援等について

★指導者確保（スポ協・スポ少・文化団体）への働きかけ

★国・県・市による公的負担の重要性及び

★受益者負担・経済的困窮している家庭の生徒への支援について
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方針の修正

　　　『R9～100％実走へ』



未来へ
・休日の活動を維持、新たな選択肢を増やす方針
　➤市単独でできることについてはこれ以上ないところまでやってきた自負

・国や県の方針に沿って令和8年～休日100％展開を目指してきた
　➤6年先へ（平日も含めた）全面展開が延長されたこと、大変残念

・教職員や保護者は、本事業に対しての理解度に個人差があり、（調査書・　
費用負担・指導者・大会参加…）多くの不安をもっている
　➤引き続き周知に努める

★他市町村と足並みがそろうことで、選手登録・大会参加・支部での合同部　
活動の作り方等について大きな効果が出ることが想定

★国や県が、各協会等との調整役を務め、費用負担・施設利用・選手登録や　
大会参加等に生じる課題に対して先頭に立って協議いただく
　ことを強く要請
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